
   

 22世紀医療センター 令和 6年度活動報告書  

 

研究プロジェクト  心臓外科・再生医療・間葉系幹細胞治療研究         

特任研究員 常 徳華、大学院生 朱 爍基、事務補佐員 梶原 紀子 

 

【研究プロジェクト概要】 

間葉系幹細胞（MSCs）はその多分化能、抗炎症効果、及び血管新生促進パラクライン効果によ

って再生医療で注目されている。特に、ヒト臍帯由来間葉系幹細胞（UCMSCs）は若い組織である

ため、細胞の活性化が高く、非侵襲的に採取可能であり、品質管理の観点からも有望な細胞ソー

スとされている。MSCsは三系統分化能（脂肪、骨と軟骨分化）があり、マーカーとして CD105、

CD73、CD90などを持っていると定義されているが、これらのマーカーが発現していても増殖する

細胞かどうかなどの品質の良さは判断できないことがあるので、MSCsの品質評価法が極めて重要

である。本研究では、UCMSCsの形態学の特徴や生物学的特性を定量的に評価し、細胞継代回数が

細胞の特性に与える影響を明らかにすることを目的としている。 

 

【研究内容】 

UCMSCsの品質を総合的に評価するには、細胞の面積、周囲長、縦幅、横幅の比率といった形態

学的指標を測定する必要がある。本研究では、Passage5（P5）とPassage10(P10)のUCMSCsの分化

能や間葉系幹細胞に発現するマーカータンパク質などを確認し、また、細胞画像解析技術を用い

て、P5とP10のUCMSCsの形態変化を観察することにより、生物学的な特徴を比較して細胞の品質評

価を行った。 

再生医療の細胞治療では、製品としての細胞の安全性と有効性が非常に重要であり、治療効果

に影響を与える。品質の高い細胞は増殖能が高く、細胞核が小さく、形状が整っていることが特

徴である。本研究では、継代数の少ない細胞P5は、P10より、形態学的安定性が高く、細胞の増殖

能や血管新生能にも優れていることが示された。 

結果は、P5とP10のUCMSCsの分化能について、三系統分化実験（脂肪、骨と軟骨分化）を行っ

た結果はいずれも分化に成功した。また、P5とP10のUCMSCマーカーにおいて、MSCに発現するマー

カータンパク質であるCD105、CD73、CD90、CD11b、CD19、CD34、CD45、HLA-DRがその両方におい

て確認された。形態学的研究において、P5とP10のUCMSCを比較した結果はP5の方が細胞の形態が

良く、生存率が高かった。P5とP10のUCMSCの血管新生を比べ、P5の方がより多くの血管分岐点と

総延長線を生成した。P5とP10に比べ細胞数、細胞密度いずれも高い傾向が見られた。P5とP10の

細胞形態と特性を比較した結果は、P10では時間経過に伴い縦横比がP5より大きく変動し、細胞の

密度も低下する傾向が見られた。 

 

【今後の展望】 

これらの結果は、細胞継代数が形態学的特徴や特性に影響を及ぼすことを示唆している。また、

画像解析技術は、細胞の特性と相関した指標を用いることにより、間葉系幹細胞の製造工程中や

最終製品の細胞の品質評価に役に立つ、安全かつ有効な細胞治療の製品の開発に繋がることが期

待される。 
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